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１．はじめに 

淀川城北ワンドにかつては天然記念物のイタセンパラやアユモドキなどのような生物が生息していた．しかし河川改

修などの人為的影響により、2006 年にはついにイタセンパラが確認されなくなった．2006 年以降、イタセンパラの生

息環境を再び取り戻すために市民団体である淀川水系イタセンパラ保全市民ネットワーク(以下，イタセンネットと略

す)が結成され、城北ワンド群の外来魚駆除活動を行ってきた． 2013 年 10 月には、イタセンパラがワンドに導入され、

国土交通省の調査では 2014 年度より個体数増加が確認されている。表 1 に示すようにイタセンネットでの調査でも、

2013 年度に 2 尾であった個体数も 2019 年度には 494 尾と年々増加傾向にある．本研究では、城北ワンドにおける外来

魚駆除活動の効果としてイタセンパラの自然繁殖状況について報告する．さらに，今後の城北ワンドにおける外来魚の

低密度管理の手法開発に向けた基礎的な検討として，在来魚類相の変化と大型の肉食外来魚の在来魚への捕食圧につい

て考察した内容を報告する． 

２．調査方法 

イタセンネットによる定期外来魚駆除調査

は2018年では4月から11月に計14回実施した．

ワンドで地引網を 2～3 回範囲を変えながら実

施した．捕獲した魚類を魚種毎に分類し、体長

の計測，個体数を写真から判読した．なお，在

来魚は水域へ戻し、外来魚は駆除した． 

イタセンネットが結成された 2012 年度から

の捕獲状況の変化から外来魚駆除の効果を把

握するために，2017 年度、2018 年度および 2019

年度の調査結果を比較した．  

３．城北ワンドの外来魚数率と魚種の変化 

図2は定期駆除活動開始2012年～2019年度

にかけての魚層相グラフを示している.また、

図 2の 100％から黒線までは外来魚、黒点線

から黒線は小型外来魚であるタイリクバラ

タナゴの捕獲率（種別の捕獲数／全捕獲数）

を示している．駆除活動開始の初年度は、オ

オクチバス、ブルーギルが全体の約 75％を占

めていたが、各年度によって変動があるもの

の、減少傾向にある．一方で，2016 年には

ほとんど確認されていなかったタイリクバ

ラタナゴが少数確認され、翌年の 2017 年度

から全体の約 10％前後を占めるようになっ

 
図 1 城北ワンド群 

表 1 地引網調査によるイタセンパラ捕獲数 

1回 2回 1回 2回 1回 2回 1回 2回 1回 2回 1回 2回 1回 2回 1回 2回

2013 2 2 1

2014 10 19 3 32 3

2015 6 1 18 4 1 4 3 37 7

2016 17 1 1 18 15 12 1 1 66 8

2017 28 3 985 159 106 119 160 155 8 2 1,725 10

2018 171 10 66 291 133 70 31 2 3 777 9

2019 1 139 253 1 4 21 28 10 22 9 15 503 11

年 合計
4月 5月 6月 7月 8月 9月

：調査日 ：イタセンパラ確認 ：調査中止日

10月 11月 確認
回数

図 2 2012～2019年度魚類相の変化 
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た．今回の比較対象に 2012 年度、2017 年度、2018

年度、2019年度を選んだ理由は、定期駆除活動開始年

度である 2012 年度からの捕獲状況の変化から外来魚

駆除活動の効果の把握とイタセンパラの稚魚が急増し

た 2017年度～2019年度の違いからワンド内の変化を

把握する．図 3 には 2012 年度は定期駆除活動の結果

を示す．この年は駆除を開始した年であり，肉食性

のある外来魚の捕獲率が 6 割以上を占めていた．ま

た，駆除活動を開始してからはオオクチバスが大き

く減少したが、その後ブルーギルが急増している．

図 4 には，2019 年の調査結果を示している．外来業

の捕獲率は平均して約 30％となり駆除活動の効果

が表れていると考えられる。2017 年、2018 年に比べ、

ブルーギル、タイリクバラタナゴの個体数率が減少

している． 

４．大型外来魚の捕食圧 

大型外来魚としてオオクチバスが水域の在来魚に

与える影響について着目する．調査で捕獲された在

来魚(モツゴ、タモロコ・コウライモロコ・コイ・フ

ナ・イタセンパラなど)・の月毎の体長変化に対して，

オオクチバス(当歳魚)の体長と口の大きさから捕食

対象となる時期を推定した．ここではモツゴの事例

について説明する．図 5 に示すように各調査で捕獲

した個体数と体長を整理し，4 月～11 月まで計 16

回の調査でグラフを作成した．オオクチバスは，7

月から多くの稚魚が地引網にかかり、10 月頃から体

長が 100ｍｍ以上の個体が多くなる事が分かった．

これに対して，モツゴを事例とした体長変化との対

比から捕食対象の時期について考察した．図 6 によ

れば，6 月～7 月のオオクチバス（体長平均：50～60

ｍｍ）に対しては、モツゴの半分以上が捕食対象か

ら外れる．さらに，8 月～9 月では体長が 70ｍｍ以

下のモツゴ捕食されることが分かった．このように

それぞれの魚種毎の成長と外来魚のそれとの対比で，

駆除の時期などを考える上で一つの目安となるデー

タが得られるものと考えられる． 

５．おわりに 

 本研究では，イタセンパラを指標種としたワンドの生息環境の復元が順調であることが調査で分かった．今後は低密

度管理の方法の開発に向けた外来魚の捕食圧の調査等についてデータを蓄積していく必要がある． 
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図 3 2012年度での調査回毎の捕獲魚類 

図 4 2019年度での調査回毎の捕獲魚類 

図 5 各調査におけるブラックバスの体長 

図 6 モツゴの体長とバスの口径による捕食圧 
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